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馬
路
の
道
路
整
備
は
、
平
成
14
年
９
月
に
説
明
会

を
開
催
し
て
か
ら
、
工
事
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
本
年
度
か
ら
、
準
備
の
整
っ
た
箇
所

の
工
事
に
着
手
し
ま
す
。

　
本
年
度
の
工
事
箇
所
は
、
河
口
交
差
点
か
ら
大
里

へ
向
か
う
カ
ー
ブ
の
部
分
で
、
運
転
者
か
ら
の
見
通

し
が
悪
く
、
住
民
の
皆
様
か
ら
道
路
改
修
の
要
望
が

強
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
箇
所
で
す
。

　
主
な
工
事
の
内
容
は
、
道
路
の
山
側
の
崖
を
削

り
、
見
通
し
を
良
く
し
た
う
え
で
、
拡
幅
し
て
歩
道

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。
工

事
期
間
は
、
11
月
中
旬
か
ら

18
年
３
月
末
ま
で
で
す
。

　
本
線
は
、
坂
上
地
区
と
坂

下
地
区
と
を
結
ぶ
通
行
車
両

の
多
い
路
線
で
す
が
、
工
事

に
伴
い
、
作
業
場
所
を
確
保

す
る
た
め
、
車
線
の
片
側
規

制
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
　

　
工
事
期
間
中
は
、
住
民
の

皆
様
に
ご
不
便
を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、
交
通
規
制
の
詳
細

に
つ
い
て
は
、
町
の
防
災
無

線
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で

す
。

　
土
木
課
工
事
第
一
係

　
　
　
℡
二
―
一
一
一
四

◎
青
ヶ
島
村

　
10
月
２
日
（
日
）
に
実
施
さ
れ
た
訓
練
で

は
、
東
京
消
防
庁
の
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ

る
青
ヶ
島
（
三
宝
）
港
防
波
堤
へ
の
離
着
陸

訓
練
が
行
わ
れ
る
な
ど
、
例
年
に
な
い
大

規
模
な
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
災

害
に
よ
り
、
急
傾
斜
地
に
面
し
た
青
ヶ
島

港
に
、
住
民
が
取
り
残
さ
れ
た
こ
と
を
想

定
し
て
行
わ
れ
た
訓
練
で
、
被
災
者
役
の

村
役
場
職
員
を
適
切
に
ヘ
リ
で
救
出
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
他
、
八
丈
地
方
隊
（
後
述
）
と
連
携

し
て
全
島
民
避
難
を
想
定
し
た
通
信
訓
練

や
、
消
防
庁
救
急
救
命
士
に
よ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
を
用
い
た
救
命

訓
練
な
ど
も
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
訓
練
に

は
村
役
場
、
地
方
隊
、
八
丈
島
警
察
署
、
東

京
消
防
庁
、
都
総
合
防
災
部
な
ど
多
数
の

機
関
と
と
も
に
、
村
の
す
べ
て
の
住
民
が

参
加
し
ま
し
た
。

◎
八
丈
町

　
町
の
訓
練
は
、
昭
和
50
年
10
月
５
日

に
、
台
風
13
号
が
島
に
大
被
害
を
も
た
ら

し
た
こ
と
を
教
訓
に
、
毎
年
、
こ
の
日
に

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
は
、
樫
立
小

学
校
に
お
い
て
児
童
及
び
地
域
住
民
の
避

難
訓
練
、
負
傷
者
救
助
訓
練
、
消
防
団
に

よ
る
放
水
訓
練
な
ど
の
ほ
か
、
例
年
に
な

い
訓
練
と
し
て
「
煙
体
験
ハ
ウ
ス
」
を
体

育
館
に
設
置
し
て
、

火
災
時
の
煙
を
体

験
す
る
訓
練
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　
地
方
隊
も
町
の

訓
練
と
あ
わ
せ
て
、

都
道
や
港
湾
・
空
港
の
パ
ト
ロ
ー
ル
訓

練
、
土
砂
除
去
訓
練
、
医
療
救
護
所
設
置

訓
練
な
ど
を
行
い
ま
し
た
。

　
天
候
不
良
に
よ
り
、
警
視
庁
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
に
よ
る
訓
練
は
中
止
さ
れ
ま
し
た

が
、
樫
立
地
域
住
民
の
方
々
１
４
７
人
、

樫
立
小
学
校
の
先
生
と
児
童
の
ほ
か
、
多

く
の
防
災
関
係
機
関
が
参
加
し
ま
し
た
。

◎
八
丈
地
方
隊

　
八
丈
地
方
隊
は
、
災
害
時
に
八
丈
支
庁

管
内
の
都
の
機
関
で
編
成
さ
れ
ま
す
。

　
地
方
隊
は
、
都
道
・
港
湾
施
設
な
ど
の

災
害
対
策
を
行
う
と
と
も
に
、
都
災
害
対

策
本
部
や
八
丈
町
、
青
ヶ
島
村
と
連
携
し

た
対
応
を
行
い
ま
す
。

　
総
務
課
庶
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
一

青
ヶ
島
村
・
八
丈
町
で

　
　
　
　
　
防
災
訓
練
を
実
施

　
　
馬
路
の
道
路
工
事
に
伴
う

　
　
　
　
　
片
側
規
制
の
お
知
ら
せ

防波堤への離着陸訓練

煙体験ハウス
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こ
ん
に
ち
は
、
八
高
で
す
！

　
９
月
23
日
（
金
・
祝
日
）
、
「
空
の
日
」

の
イ
ベ
ン
ト
が
八
丈
島
空
港
で
開
催
さ

れ
、
普
段
入
る
こ
と
が
で
き
な
い
施
設

が
公
開
さ
れ
ま
し
た
。

　
気
象
室
や
管
制
塔
、
無
線
機
器
室
が

公
開
さ
れ
、
参
加
者
は
、
航
空
機
と
気
象

の
関
係
や
、
八
丈
島
と
箱
根
に
あ
る

レ
ー
ダ
ー
が
互
い
の
協
力
に
よ
り
、
航

空
機
が
安
全
に
運
航
し
て
い
る
こ
と
な

ど
、
熱
心
に
話
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　
記
念
撮
影
会
で
は
、
子
ど
も
た
ち
が

飛
行
機
「
ド
ル
フ
ィ

ン
号
」
を
背
景
に
パ

イ
ロ
ッ
ト
や
客
室

乗
務
員
と
記
念
写

真
を
撮
り
、
大
盛
況

で
し
た
。

　
海
上
保
安
庁
の

航
空
機
「
う
み
わ

し
」
が
公
開
さ
れ
、
国
外
の
飛
行
場
を
拠

点
と
し
た
捜
索
訓
練
や
海
底
火
山
調
査

な
ど
の
海
洋
観
測
の
様
子
に
つ
い
て
詳

し
い
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　
八
丈
町
消
防
本
部
の
化
学
消
防
車
が

公
開
さ
れ
、
参
加
者
は
消
防
車
に
搭
乗

し
、
消
防
本
部
の
前
を
周
回
し
ま
し
た
。

　
子
供
紙
ヒ
コ
ー
キ
大
会
で
は
、
い
ろ

い
ろ
な
形
の
飛
行
機
が
飛
行
距
離
を
競

い
合
い
ま
し
た
。
優
勝
し
た
紙
ヒ
コ
ー

キ
は
約
18

ｍ

を
記

録
す
る
な
ど
子
ど
も

た
ち
の
創
意
工
夫
が

感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

　
滑
走
路
の
ナ
イ
ト

バ
ス
ツ
ア
ー
で
は
、

赤
や
青
、
黄
な
ど
の

ラ
イ
ト
で
照
ら
さ
れ

た
滑
走
路
を
見
て
、
参
加
し
た
子
ど
も
た

ち
か
ら
「
宝
石
箱
の
よ
う
に
き
れ
い
」
、

「
ロ
ー
ラ
ー
ス
ケ
ー
ト
し
て
み
た
い
」
と

い
う
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

じ
ゅ
ん
か
ん

　
来
年
も
「
空
の
旬
間
」
に
、
管
制
塔
な

ど
の
空
港
施
設
の
見
学
や
航
空
教
室
な
ど

の
「
ふ
れ
あ
い
イ
ベ
ン
ト
」
を
開
催
し
ま

す
。
今
後
と
も
、
空
港
の
仕
事
に
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　
港
湾
課
空
港
管
理
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
　
℡
二
―
〇
一
六
三

★
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
頑
張
っ
て
ま
す

　
夏
季
大
会
で
貞
静
学
園
、
大
東
大
一

高
を
破
り
、
ベ
ス
ト
64
位
で
し
た
。

　
来
年
度
入
部
希
望
の
中
学
３
年
生
の

皆
さ
ん
、
八
高
バ
レ
ー
部
の
練
習
に
参

加
し
て
み
ま
せ
ん
か
！

★
公
開
授
業
開
催
の
お
知
ら
せ

　
授
業
を
是
非
ご
覧
く
だ
さ
い
。
保
護

者
や
地
域
の
皆
様
の
貴
重
な
ご
意
見
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

○
11
月
14
日
（
月
）
〜
18
日
（
金
）

○
午
前
９
時
〜
午
後
２
時
50
分

　
事
前
申
込
み
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

★
思
春
期
講
演
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　
国
立
精
神
神
経
セ
ン
タ
ー
研
究
員
の

中
西
三
春
先
生
を
お
迎
え
し
、
ス
ト
レ

ス
や
病
気
、
少
年
犯
罪
等
に
つ
い
て
の

講
演
会
を
行
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
ま
す
。

参
加
希
望
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
12
月
15
日
（
木
）

○
午
後
７
時
30
分
〜
９
時
　

○
主
催:
学
校
保
健
委
員
会

○
テ
ー
マ:
思
春
期
に
起
こ
り
や
す
い
心

　
の
問
題
と
そ
の
対
応
に
つ
い
て

★
園
芸
・
家
政
科
で

　
　
　
体
験
入
学
を
実
施
し
ま
す
！

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
体
験
実
習
を
予
定

し
て
い
ま
す
の
で
、
希
望
者
は
奮
っ
て

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

○
12
月
22
日
（
木
）
午
後
（
時
間
未
定
）

○
対
象:

中
学
生

　
日
程
、
内
容
等
の
詳
細
は
、
後
日
各
中

学
校
へ
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

★
八
高
図
書
館
一
般
公
開
中
、
ご
利
用

く
だ
さ
い
。

　
毎
週
日
曜
日
（
学
校
行
事
日
を
除
く
）

　
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

★
都
立
八
丈
高
校
　
℡
二
―
一
一
八
一

　
（
全
日
制:

小
野
寺
、
定
時
制:

信
岡
）

八
丈
島
空
港
「
空
の
日
」

　
　
　
　
　
　
　
イ
ベ
ン
ト
報
告

　日頃から空港をご利用いただ

きましてありがとうございます。

　保安体制強化のため、関係機関

による訓練を実施します。

●実施日：11月21日（月）

　港湾課空港管理事務所

　　　　　　　℡２‐０１６３

平
成
18
〜
20
年
度
の
物
品
買
入
れ

等
競
争
入
札
参
加
資
格
申
請
の
定

期
受
付

　
こ
の
入
札
参
加
資
格
は
、
都
で
「
物
品

関
係
の
入
札
に
参
加
」
す
る
た
め
に
、
必

要
な
資
格
で
、
こ
の
度
、
３
年
に
一
度
の

定
期
受
付
を
行
い
ま
す
。
希
望
す
る
方
は

こ
の
機
会
に
取
得
し
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
既
に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い
る

場
合
で
も
、
新
た
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

★
受
付
期
間

○
一
般:

11
月
25
日
（
金
）
ま
で

○
協
同
組
合
な
ど:

11
月
28
日
（
月
）
か

ら
12
月
９
日
（
金
）
ま
で

　
問
い
合
わ
せ
先:

東
京
都
財
務
局
経
理

　
　
部
契
約
第
二
課
資
格
審
査
係

　
　
℡
〇
三
―
五
三
八
八
―
二
七
九
〇

空港ハイジャック等対応訓練・

消火救出訓練実施のお知らせ
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６
月
28
日
の
早
朝
、
底
土
海
岸
で
ウ

ミ
ガ
メ
の
産
卵
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

最
近
で
は
、
平
成
11
年
と
14
年
に
続
き
、

３
回
目
の
産
卵
で
し
た
。
住
民
の
皆
さ

ん
の
協
力
の
も
と
、
産
卵
箇
所
に
柵
を

設
置
し
、
子
ガ
メ
の
誕
生
と
旅
立
ち
を

見
守
っ
て
き
ま
し
た
。

　
８
月
21
日
の
夕
方
、
地
元
の
方
か
ら

港
湾
ウ
ミ
ガ
メ
隊
（
特
命
担
当
の
港
湾

課
職
員
）
に
、『
カ
メ
が
産
ま
れ
そ
う
！
』

と
の
緊
急
通
報
が
あ
り
ま
し
た
。
現
場

に
急
行
し
て
か
ら
２
時
間
が
経
過
し
た

午
後
８
時
頃
、
噂
を
聞
き
駆
け
つ
け
た

人
達
が
見
守
る
中
、
次
々
と
子
ガ
メ
が

産
ま
れ
ま
し
た
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
ふ
化
は
、
産
卵
後
50
か

ら
60
日
目
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今

回
は
54
日
目
で
し
た
。
生
ま
れ
た
ば
か

り
な
の
に
、
海
に

向
か
っ
て
一
生
懸

命
に
歩
く
子
ガ
メ

の
姿
は
、
見
守
る

人
々
に
感
動
を
与

え
、
生
命
の
力
強

さ
を
感
じ
さ
せ
ま

し
た
。

　
翌
22
日
に
は
、
43
匹
の
子
ガ
メ
が
産

ま
れ
、
前
日
に
確
認
さ
れ
た
60
匹
と
合

わ
せ
計
１
０
３
匹
が
、
元
気
に
大
海
原

へ
と
旅
立
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
ウ
ミ
ガ
メ
の
産
卵
と
保
護
、
ふ
化
に

至
る
ま
で
、
多
く
の
方
々
に
ご
支
援
と

ご
協
力
を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
い
つ
の
日
か
、
こ
の
底
土

海
岸
で
、
大
き
く
な
っ
た
ウ
ミ
ガ
メ
達

と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　
港
湾
課
管
理
係
　
℡
二
―
一
一
一
五

　
11
月
３
日
（
木
・
祝
日
）
か
ら
13
日
（
日
）

ま
で
の
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
（
11
日
間
）
に

は
、
公
開
事
業
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
公
開
事
業
は
、
文
化
財
所
有
者
が
日
頃

か
ら
大
切
に
保
存
し
て
い
る
文
化
財
を

一
般
に
公
開
し
、
多
く
の
方
に
文
化
財
保

護
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、

都
内
で
一
斉
に
行
わ
れ
る
事
業
で
、
八
丈

島
と
青
ヶ
島
で
も
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
公
開
す
る
文
化
財
に
は
緑
の
の
ぼ
り

が
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
日
頃
何
気
な
く

見
て
い
る
石
碑
や
文
化
財
を
、
こ
の
機
会

に
近
く
ま
で
行
っ
て
見
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
11
月
５
日
（
土
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
、
八
丈
高
校
視
聴
覚
室
に
て
、
八

丈
島
民
謡
保
存
会
に

よ
る
島
の
民
謡
を
公

開
し
ま
す
。
是
非
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

教
育
庁
八
丈
出
張
所
℡
二
―
〇
七
四
二

　
秋
だ
！
文
化
だ
！

　
　
　
　
　
文
化
財
ウ
ィ
ー
ク
だ
！

　
ア
カ
ウ
ミ
ガ
メ
の
赤
ち
ゃ
ん
が

　
　
　
　
　
　
　
　
産
ま
れ
ま
し
た

　
今
年
も
11
月
15
日
か
ら
狩
猟
が
解
禁
さ

れ
、
来
年
２
月
15
日
ま
で
の
３
ヶ
月
間
が

狩
猟
期
間
と
な
り
ま
す
。

　
狩
猟
中
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、
ハ

ン
タ
ー
は
狩
猟
の
ル
ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守

る
義
務
が
あ
り
、
支
庁
で
も
安
全
な
狩
猟

を
行
う
よ
う
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
狩
猟
期
間
中
は
取
締
ま
り
を
強
化
し
、

事
故
防
止
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

狩
猟
解
禁
の
お
知
ら
せ

　
八
丈
支
庁
で
は
、
法
人
二
税
・
個
人

事
業
税
・
不
動
産
取
得
税
・
自
動
車
税

な
ど
７
種
類
の
税
の
課
税
と
徴
収
を
行
っ

て
い
ま
す
。
（
自
動
車
税
は
徴
収
の
み
）

　
税
金
の
支
払
い
に
は
、
納
期
限
と
い
う

支
払
期
限
が
あ
り
ま
す
。
皆
さ
ん
は
、
意
外

と
こ
の
納
期
限
を
無
関
心
に
扱
っ
て
い
な

い
で
し
ょ
う
か
？

　
税
金
は
、
多
く
の
場
合
本
税
と
延
滞
金

に
区
別
さ
れ
ま
す
。
本
税
は
、
課
税
さ
れ
て

も
増
加
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
延

滞
金
は
、
本
税
を
未
納
に
し
て
お
く
と
本

税
以
上
の
金
額
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
簡
単
な
延
滞
金
の
算
出
方
法
を
お
話
し

す
る
と
、
納
期
限
を
過
ぎ
て
１
ヶ
月
間
は

１
万
円
に
つ
き
１
日
２
円
の
延
滞
金
が
、

納
期
限
後
１
ヶ
月
後
か
ら
は
、
１
万
円
に

つ
き
１
日
４
円
の
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
ま

す
。
例
え
ば
、
普
通
車
の
税
金
は
排
気
量
や

　
税
に
加
算
さ
れ
る

　
　
　
延
滞
金
に
つ
い
て

　
狩
猟
期
間
中
は
、
ハ
ン
タ
ー
が
山
の
中

に
入
っ
て
狩
猟
を
行
い
ま
す
。
万
が
一
の

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
皆
さ
ん
も
畑
や
山
の

中
で
作
業
を
さ
れ
て
い
る
と
き
に
ハ
ン

タ
ー
を
見
か
け
た
ら
、
一
声
か
け
て
自
分

の
所
在
を
分
か
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。

　
狩
猟
に
関
す
る
ご
質
問
等
が
あ
り
ま
し

た
ら
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
産
業
課
林
務
係
　
　
℡
二
―
一
一
一
三

経
過
年
数
で
変
わ
り
ま
す
が
、
こ
こ
で

は
、
３
９
、
５
０
０
円
（
１
６
０
０
Ｃ

Ｃ
ク
ラ
ス
）
で
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
納
期
限
後
１
ヶ
月
ま
で
１
日
７
円

80
銭
、
30
日
で
は
２
３
４
円
、
１
ヶ
月
を
過

ぎ
る
と
１
日
15
円
60
銭
で
、
支
払
ま
で
の

日
数
に
な
り
ま
す
。

　
車
検
ま
で
２
年
間
あ
る
と
し
た
場
合
、

２
年
間
滞
納
す
る
と
７
０
０
日
で
１
０
、

９
２
０
円
と
な
り
、
残
る
30
日
分
の
２
３

４
円
を
加
算
す
る
と
合
計
で
１
１
、
１
０

０
円
（
百
円
未
満
切
り
捨
て
）
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
、
税
を
延
滞
す
る
と
家
族

そ
ろ
っ
て
外
食
で
き
る
金
額
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
一
度
に
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
方
は
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
車
検
切
れ

自
動
車
の
使
用
は
絶
対
に
ノ
ー
で
す
。
事

故
を
起
こ
し
た
場
合
、
加
害
者
・
被
害
者
共

に
苦
し
む
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
総
務
課
税
務
係
　
℡
二
―
一
一
一
一
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羽
田
高
校
が
修
学
旅
行
で

 
 
 
 八

丈
島
に
や
っ
て
き
ま
し
た

　
９
月
27
日
（
火
）
〜
28
日
（
水
）
キ
ャ

ン
プ
場
で
テ
ン
ト
泊
。
29
日
（
木
）
は
ホ

テ
ル
泊
。
３
泊
４
日
の
旅
は
盛
り
だ
く

さ
ん
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
で
大

変
充
実
し
た

修
学
旅
行
に

な

り

ま

し

た
。

　
特
に
、
体

験
学
習
で
は

八
丈
町
産
業

観
光
課
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
で
、
料
理
講

習
会
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
試
食

で
は
、
魚
嫌
い
の
生
徒
も
喜
ん
で
食
べ
て

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
畜
産
体
験
で
は
牛
に
直
接
触
れ

て
、
計
測
や
餌
や
り
を
し
た
り
、
鼻
紋
を

と
っ
て
記
念
に
お
土
産
に
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
の
他
光
る
キ
ノ
コ
や
、
八
丈
高
校

で
天
体
ド
ー
ム
を
使
っ
て
星
の
観
察
を
し

て
い
た
だ
い
た
り
と
、
普
段
で
き
な
い
体

験
を
す
る
こ
と
が
で
き
、
教
員
、
生
徒
と

も
に
よ
い
思

い
出
に
な
り

ま
し
た
。

　
準
備
か
ら

受
け
入
れ
ま

で
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し

た
、
関
係
機

関
の
皆
さ
ん

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

 

心
か
ら
お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
羽
田
高
校
　
４
年
担
任
　
長
谷
孝
治

　
前
号
で
紹
介
し
た
、
羽
田
高
校
の
生

徒
た
ち
が
、
体
験
学
習
を
兼
ね
た
修
学

旅
行
の
た
め
八
丈
島
に
滞
在
し
ま
し
た
。

　
羽
田
高
校
か
ら
、
次
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
原
文
の
ま

ま
紹
介
し
ま
す
。

特
別
障
害
者
手
当
等
に
つ
い
て

 

心
身
障
害
者
（
児
）
に
関
す
る
手
当

は
、
八
丈
支
庁
で
認
定
・
支
給
し
て

い
ま
す
。
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

◆
特
別
障
害
者
手
当

○
支
給
対
象:

20
歳
以
上
で
、
精
神
又

　
は
身
体
に
著
し
く
重
度
の
障
害
が

　
あ
る
た
め
、
日
常
生
活
に
お
い
て

　「
常
時
特
別
の
介
護
を
必
要
と
す
る

　
状
態
」
に
あ
る
方

○
手
当
額:

２
６
、
５
２
０
円
（
月
額
）

○
支
給
制
限:

施
設
に
入
所
し
て
い

　
る
と
き
、
病
院
又
は
診
療
所
に
継

　
続
し
て
３
ヶ
月
を
超
え
て
入
院
し

　
て
い
る
と
き
、
受
給
者
本
人
な
ど

　
の
所
得
が
一
定
限
度
額
以
上
の
と

　
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

◆
障
害
児
福
祉
手
当

○
支
給
対
象:

20
歳
未
満
の
方
で
、
日

　
常
生
活
に
お
い
て
特
別
障
害
者
手

　
当
の
支
給
対
象
と
同
じ
状
態
に
あ

　
る
方

○
手
当
額:

１
４
、
４
３
０
円
（
月
額
）

○
支
給
制
限:

施
設
に
入
所
し
て
い

　
る
と
き
、
障
害
を
支
給
事
由
と
す

　
る
公
的
年
金
を
受
け
て
い
る
と
き
、

　
受
給
者
本
人
や
扶
養
義
務
者
の
所

　
得
が
一
定
限
度
額
以
上
の
と
き
は

　
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

総
務
課
福
祉
係
　
℡
二
―
一
一
一
二

役
場
通
り
の
道
路
工
事
の
状
況

　
土
木
課
で
は
、
神
湊
港
と
八
重
根
港
を

結
ぶ
都
道
２
１
６
号
線
の
う
ち
、
歴
史
民

教
育
庁
八
丈
出
張
所
　
℡
二
―
〇
七
四
二

　
10
月
３
日
、
八
丈
町
在
住
の
長
戸

路
義
郎
さ
ん
（
八
丈
町
議
会
議
長
）
が

地
域
活
動
功
労
で
、
都
か
ら
功
労
者

と
し
て
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

東
京
都
功
労
者
表
彰

俗
資
料
館
付
近
か
ら
護
神
山
公
園
付
近
ま

で
を
「
役
場
通
り
」
区
間
と
し
て
、
住
民

の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら

道
路
整
備
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
「
役
場
通
り
」
の
総
延
長
は
１
０
４
０

ｍ
で
、
道
路
の
幅
員
構
成
は
、
車
道
７
ｍ

の
両
側
に
植
樹
帯
を
含
む
歩
道
３
ｍ
の

計
13
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
度
の
工
事
で
用
地
が
未
買
収
の
一

部
を
除
き
、
完
了
す
る
予
定
で
す
。

　
今
年
度
に

工
事
す
る
残

り
の
区
間
は

約
３
３
５
ｍ

で
、
10
月
か

ら
着
工
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
工
事

は
、
こ
れ
ま

で
と
同
様
に

現
道
部
分
で

の
施
工
と
な

る
た
め
、
交

通
規
制
な
ど

で
住
民
の
皆

様
に
ご
迷
惑

を
お
掛
け
し

ま
す
が
、
ご

協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

土
木
課
工
事
第
一
係
　
℡
二
―
一
一
一
四

牛の胸囲を測定しています

みんなで、島に人を呼ぼう！

町 役 場

平　面　図
JA八丈島

三根→
←坂上

羽
田
高
校
修
学
旅
行
in
八
丈
島

漁協女性部の方とムロの
ハンバーグ作り


